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1. 神道の逆襲　菅野　覚明（かんの　かくみょう）　講談社現代新書
2.　武士道の逆襲　（同上）
1． 神道の逆襲
　菅野　覚明　東京大学文学部倫理学科卒業。専攻は、倫理学・日本倫理思想史。現在、東京大学助教授。

【日本倫理思想史】の著者、佐藤正英（東京大学名誉教授）の弟子　。2001年にサントリー学芸賞受賞。日本人にとって「神様」とは、何だろう。日本人は、これまで神様とどのようにつきあってきたのか。古代から近世、そして今にいたるまでについて考証して独特の視点から考えを述べている。
感想：

1 日本昔話から神との付き合い方を説いていて、ユーモラスで面白い。（浦島太郎、花咲じいさんetc.）
2 日常生活で何気なくあることにも、意味がある。
3 魂や祭り、涙、古典などを通じて、日本人の心性の中にいかに神道というものが息づいていたかを
教えてくれる。
4 「神道」が決して神国の優越や武力の肯定を意味していないことを古文書をひも解いて示したり、神道では「正直」という観念（通常の正直というより、異境でも通常通りの行動を取れるある種「異常」な人）が重要だということを昔話をもとに論証したりとなかなか面白い。
5 神道の各派の思想哲学を説いてある。
具体的には：

そもそも神とは何かから始まり、天皇との関わり、伊勢神道、神との関わり方、国学者たちによる解釈の変遷など、幅広い角度から神道思想が紹介され、日本人が神さまとどうかかわってきたかを論考している。（１）神さまとは、何か、神の定義：

本書によると神さまとは、(第１章　神様がやってきた)
・あるとき突然どこかからやってくるお客のような存在
・日常の外にある何者か
であるという。また本居宣長は「それが人であれ、動植物であれ、自然現象であれ、ともかくもそのものが、私たちにとって身の毛もよだつような異様なものとして出会われれば、それが神なのだ」といったそうである。　（人格的な唯一創造ゴッド（Ｇｏｄ）に神という訳語を当てたことが、我が国の翻訳史上、最大の失策であると言われている）。この宣長の定義が、我が国の神というもののある微妙な存在性格をよく言い当てている。私たち日本人にとって神さまとは、西洋の宗教とはちがってかなり素朴でかつ曖昧な観念のようである。
神への対応とは：（第４章　正直の頭に神やどる）：
1 神は、不意にやってきて何事かを要求する。これをうまく迎えられるか否かによってこの日常生活が災いを蒙るか福にあずかれるかの分かれ目がある。そしてひとたび神への対応が成功したと信じられるときその経験は、深い教訓となって記憶される。この教訓が、祭祀（さいし；祭り）の世界において守るべき型として長く保存される。（伊勢神道における経典ともいえる「五部書」神の言葉が多く記録されている。
2 井原西鶴や柳田国男によると神を受け入れ神に愛されるには、正直で無分別でなければならないとしている。しかし、その結果は、五分五分である。

神道は今でも形として残っている。"神社"が日本の神様たちの存在を証明している。"祭り"は神様をお客様として出迎える儀式である。だが、現在では祭りはただ騒いで楽しむものとなっているし、神社に祭っている神様のことなど何も知らない者がほとんどだろう。また日本の神様をキリスト教のような一神教の神様だと思っている人もいるだろう。しかし神道の神様はたくさんいる。ゆえに多神教と呼ばれる。この世界(神国日本)には裏側があり、そこには神々が存在し、それをきちんと出迎えることで世界が保たれる。

武士道の逆襲【読書中】
「武士道」は実は新渡戸稲造の創作したものであり、鎌倉以来の本来の武士道とは、異なっている。武家の時代は鎌倉開幕から大政奉還まで約７００年続くが、家康以降の武士道は太平の世を背景として儒教的道徳の影響が強い。本書のテーマのひとつは家康以前の武士道とはどんなものであったかを明らかにすることであり、もうひとつのテーマは新渡戸「武士道」の正体を明らかにすることである。

明治維新は支配者としての武士階級を抹殺し、それまでの地域絶対君主であった藩主（＝大名）に換えて天皇を全国民の君主に据えた革命であった。そして武士に換えて徴兵制を敷き国民を兵隊にした。しかし「百姓兵」には武士のような道徳律がなく、兵としては極めて弱体であった。そのために武家の道徳であった武士道に代わる道徳が必要であり、それが軍人勅諭となり教育勅語となった。新渡戸の武士道もその流れの中で書かれたものである、と述べている。新渡戸武士道への批判という観点だけではなく、日本人のありようという観点でも意見を述べている。
武士が生きた時代に、武士の武士たるあり方として形成された「武士道」と、武士が退場した時代に、日本国民の日本国民たるあり方として編成された「明治武士道」とは明確に違う。本来の「武士道」、即ち自己と守るべき妻子や領地や主君とを徹底的に守り抜こうとする私的戦闘者としての武士。それがどうして、またいかにして、近代国民国家日本において“復興”され、高唱されたのか。特に現代の我々がイメージしがちな「武士道」は、明治期に作られた明治武士道であり、新渡戸の武士道は、『明治武士道』とした方がその内容にふさわしいと思える。
